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上げる。H21 年度に取り上げたテーマと主な作品を表 1 と表 2 に挙げる。クラスの規模は
100 名程度である。  
 進行方法（90 分授業）の一例を提示する。一回の授業では一つの生命倫理関連問題を 3
～5 つの映画作品を紹介しつつ進める。可能な限り学生の発言を促すようにし、双方向性
教育を心がける。  
1 主要テーマの簡単な解説と問い掛け  
2 教科書で取り上げている作品の紹介  


























































































































































































































































る死刑関連映画に関する考察」を執筆中である（平成 22 年 7 月現在）。二つの作品の共通
点と相違点に言及しつつ、殺すことのインパクト、超極秘事項としての死刑、死刑執行参


















 “And medicine, law, business, engineering… These are noble pursuits and necessary 
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表１ Ｈ21 年度前期（「映画を通して考える生命倫理Ⅰ」）のテーマと主な作品 
第一回 「映画を通して考える生命倫理」総論：スパイク・リー監督『アメリカのイエス
の子ら』（『それでも生きる子供たちへ』の一作、2005 年、イタリア・フランス）、フラ


























カー監督『グッバイ・レーニン』（2003 年、ドイツ）  
58 
 
第十二回 医学研究：熊井啓監督『海と毒薬』（1986 年、日本）、ベニー・マーシャル  
監督『レナードの朝』（1990 年、米国） 
第十三回 日本人の死生観：滝田洋二郎監督『おくりびと』（2008 年、日本） 
 
表 2 Ｈ21 年度後期（「映画を通して考える生命倫理Ⅱ」）のテーマと主な作品 
第一回 公衆衛生と人権（作品は本文中） 
第二・三回 野村芳太郎監督『砂の器』（1974 年、日本） 鑑賞 
第四回 死刑制度：ティム・ロビンス監督『デッドマン・ウォーキング』（1995 年、米国）、
マヌエル・ウエルガ監督『サルバドールの朝』（2006 年、スペイン） 
第五・六回 ニキータ・ミハルコフ監督『十二人の怒れる男』（2007 年、ロシア）鑑賞  
第七回 安楽死：アレハンドロ・アメナーバル監督『海を飛ぶ夢』（2004 年、スペイン・
フランス）、佐々部清監督『半落ち』（2004 年、日本）  
第八回 医療専門職のプロフェッショナリズム（作品は本文中） 
第九回 医療政策と医療資源の適切な配分：瀬々敬久監督『感染列島』（2009 年、日本）、
ニック・カサヴェティス監督『ジョン Q』（2002 年、米国）  
第十回 人のクローンニング：フランクリン・Ｊ・シャフナー監督『ブラジルから来た少
年』（1978 年、イギリス）、ニック・ハム監督『アダム』（2004 年、米国）  
第十一回 パターナリズム：フィリップ・ノイス監督『裸足の 1500 マイル』（2002 年、







表 3 死刑を取り上げている映画作品と主要テーマ（年代順） 
大島渚監督『絞死刑』（1968 年、日本）：人種差別、社会の責任、死刑執行の風刺  
ティム・ロビンス監督・脚本『デッドマン・ウォーキング』（1995 年、米国）：死刑関連の
すべての問題が極めてバランスよく取り上げられているクラシック 
アラン・パーカー監督『ライフ・オブ・デヴィッド・ゲイル』（2002 年、米国）：死刑反対
運動、騙される捜査陣、冤罪  
ニック・ブルームフィールド監督『アイリーン』（2003 年、英国）：精神異常を疑われる患
者の死刑執行および生い立ちの影響を描いたドキュメンタリー  
長澤雅彦監督『13 階段』（2005 年、日本）：冤罪晴らしとタイムリミットがある状況での
真犯人探し。主人公刑務官の苦悩、死刑囚寺田の更正と「償い」、人の命の重み  
マヌエル・ウエルガ監督『サルヴァトールの朝』（2006 年、スペイン）：軍事政権下の不当
な裁判手続きと死刑制度の政治的悪用  
門井肇監督『休暇』（2007 年、日本）：死刑囚を収容する拘置所で働く刑務官と死刑確定囚
の日常生活と交流、死刑執行担当志願の是非  
